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埼玉県上尾市シラコバト団地被災者の会ひまわりによる

東日本大震災追悼式 2019年3月11日(月)
東日本大震災から8度目の黙祷の会を開催します。 避難指示解除後の今を知る機会になればと思います。

14:00～第一部 「黙祷の会」シラコバト団地ぞうさん公園 駐車場有
※雨天時は第一集会室にて開催

15:30～第二部 「語らいの集い」シラコバト団地第一集会室(24号棟)
※粗宴の用意をしております。（飲食物持込歓迎。冷蔵庫有り）

JR高崎線北上尾駅東口より徒歩15分 桶川駅東口より徒歩20分
主催 東日本大震災に咲く会 ひまわり　
問い合わせ シラコバト団地自治会 048-607-6723（当日休業）  橘（タチバナ）080-3091-6215

2019年さいがい・つながりカフェ
トークイベント

「あれから 8 年 町はいま」
●日時：2019 年 3 月 30 日（土）13：30～16：00
●場所：埼玉県男女共同参画推進センター（With
You さいたま）セミナー室 1・2
さいたま市中央区新都心 2－2（JR さいたま新都心
から徒歩 5 分、北与野から徒歩 6 分）
Tel:048-601-3111Fax:048-600-3802

さいがい・つながりカフェでは、毎年 3 月に東日
本大震災・原発事故により避難されている方々の話
を聞き、現状を知り、考える場を作ってきました。

今回は、つながりカフェに参加されている方々に
加えて、楢葉町と大熊町からいわき市に避難されて
いる方々をお呼びして、それぞれの町の現状や町と
の関わりの様子についてお話を伺います。交流の時
間も持ちます。

みなさまのご参加をお待ちしています。

●問い合わせ先：tunagari.saitama@gmail.com 
または 080-5532-7380（薄井）

事故から8年　ふくしまは今
映画と写真展
■映画上映

『モルゲン、明日』
監督:坂田雅子　2018 年 71 分
3 月 9 日(土)　10 時半～

10 日(日)　13 時半～
『100,000 年後の安全』

制作:フィンランドなど 4 ヵ国　2009 年 79 分
3 月 10 日(日)　10 時半～

■講演 原発事故を改めて考える－当事者、とはだれか－
講師　吉田千亜(フリーライター)
3 月 9 日(土)　13 時半～　

■ふれあいトーク　福島原発事故の被災関係者らによる
3 月 10 日(日)　15 時半～

■高木成幸さん追悼写真展
昨年、癌で亡くなり、膨大な「ふくしま」を残した遺構
集を展示　「ふくしまの今」も併せて展示
3 月 6 日(水)～10 日(日)　9 時半～18 時(初日 13 時～、
最終日 17 時まで)

●申込み　当日直接会場へ　入場無料
●会場　朝霞市立図書館　展示ギャラリー/視聴覚室

東武東上線　朝霞駅南口下車　徒歩 8 分
●主催　ふくしまは今　映画と写真展実行委員会
●問合せ　大野まで☎090-5209-9467　　

さいがい・つながりカフェ主催

春の特別号



■
埼
玉
県
に
お
け
る
避
難
者
数
の
推

移『
福
玉
便
り
』編
集
部
で
は
、今
年
も
埼
玉

県
内
の
避
難
者
数
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
を
合
算
す
る
と
、
３
、
７
１
７
人
。

こ
れ
に
対
し
て
、
埼
玉
県
庁
お
よ
び
復
興
庁

の
発
表
数
は
２
０
１
９
年
１
月
１
０
日
時

点
で
３
、
４
９
３
人
。『
福
玉
便
り
』
編
集
部

調
査
と
埼
玉
県
・
復
興
庁
発
表
の
避
難
者

数
の
推
移
を
見
て
み
る
と
、
下
の
グ
ラ
フ
の

よ
う
に
な
り
ま
す
。

次
に
、
過
去
６
回
の
結
果
と
比
較
す
る

と
、
２
０
１
３
年
か
ら
避
難
者
数
が
微
減
を

続
け
て
い
る
こ
と
、
他
方
で
急
激
な
変
動
は

な
い
こ
と
が
、
今
回
の
調
査
か
ら
も
分
か
り

ま
す
。
た
だ
し
、
減
少
分
に
該
当
す
る
方
々

が
「
帰
還
」
を
し
て
、
残
っ
た
方
々
が
埼
玉

県
に
「
移
住
」
し
た
と
簡
単
に
解
釈
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
地
元
県
で
は
な
く
他
県

に
移
動
し
た
方
や
他
県
か
ら
埼
玉
県
に
移

動
し
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
し
、
様
々

な
事
情
の
も
と
で
埼
玉
県
内
に
「
留
ま
ら
ざ

る
を
え
な
か
っ
た
」
方
々
が
大
勢
い
る
こ
と

が
推
測
さ
れ
る
か
ら
で
す
。

■
埼
玉
県
へ
の
避
難
者
の
数
と
経
緯

そ
れ
で
は
、
埼
玉
県
内
に
い
ら
っ
し
ゃ
る

方
々
は
、
ど
の
地
域
か
ら
避
難
さ
れ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。
大
ま
か
に
は
、
以
下
の
３

つ
の
地
域
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
福
島
県
内
か
ら
国
や
自
治
体
の
指
示
に

よ
っ
て
避
難
し
た
、「
強
制
避
難
」
の

方
々
。
２
０
１
１
年
４
月
に
全
域
も
し
く

は
一
部
が「
警
戒
区
域
」「
計
画
的
避
難
区

域
」「
緊
急
時
避
難
準
備
区
域
」に
指
定
さ

れ
た
、
浪
江
町
・
双
葉
町
・
大
熊
町
・
富

岡
町
・
楢
葉
町
・
葛
尾
村
・
南
相
馬
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南相馬市 
388人

相馬市36人
伊達市
18人

桑折町
3人

田村市
16人三春町

6人
郡山市
202人

須賀川市 8人

白河市
19人

二本松市
26人

川俣町
4人

福島市
106人

本宮市15人

川内村
32人

大熊町352人
富岡町
392人

楢葉町 92人
広野町47人

いわき市
208人

棚倉町　4人
泉崎村　5人
玉川村　1人
喜多方市　2人
南会津町1人
西郷村　2人
石川町　1人
鏡石町　19人
矢吹町　3人
不明　35人

飯舘村
41人

葛尾村
8人

浪江町
483人 双葉町

709人

大玉村

　5人

岩手県121人

茨城 31人　栃木 6人
千葉 3人　不明 13人

宮城県254人

福島県3289人

『
福
玉
便
り
』編
集

部
で
は
２
０
１
３
年
以
来
、

毎
年
１
月
に
埼
玉
県
内
の
市
町
村
を
対
象

と
し
た
避
難
者
数
調
査
を
実
施
し
、２
０

１
８
年
は
４
、１
１
７
人
と
い
う
結
果
が

出
ま
し
た（『
福
玉
便
り
２
０
１
８
年
春
の

号
外
』）。昨
年
の
調
査
か
ら
１
年
が
経
ち
、

現
在
、埼
玉
県
内
に
何
人
の
方
が
避
難
さ

れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。こ
こ
で
は
、埼

玉
県
内
の
避
難
者
数
の
最
新
デ
ー
タ
を
お

伝
え
い
た
し
ま
す
。（
編
集
部
・
原
田
）

帰還困難区域：放射線量が非常
に高いレベルにあることから、バリ
ケードなど物理的な防護措置を実施
し、避難を求めている区域。

居住制限区域：将来的に住民の
方が帰還し、コミュニティを再建す
ることを目指して、除染を計画的に
実施するとともに、早期の復旧が不
可欠な基盤施設の復旧を目指す区
域。

避難指示解除準備区域：復旧・
復興のための支援策を迅速に実施
し、住民の方が帰還できるための環
境整備を目指す区域。
↑区域の説明：ふくしま復興ステーショ
ンのWEBより。

「避難」
の

現在。



市
・
川
内
村
・
飯
舘
村
・
川
俣
町
・
田
村

市
・
広
野
町
の
１
２
市
町
村
か
ら
の
避
難

者
数
を
合
計
す
る
と
、
今
回
の
調
査
の
判
明

分
で
２
、
５
６
４
人
に
な
り
ま
す
。

・
国
や
自
治
体
の
指
示
と
は
別
に
、
原
発
事
故

の
影
響
で
福
島
県
内
か
ら
「
自
主
避
難
」
し

た
方
々
。
郡
山
市
・
福
島
市
・
い
わ
き
市
な

ど
、
右
の
１
２
市
町
村
を
除
く
福
島
県
か
ら

の
避
難
者
数
を
合
計
す
る
と
、
今
回
の
調
査

の
判
明
分
で
６
９
０
人
に
な
り
ま
す
。

・
地
震
・
津
波
・
放
射
能
被
害
に
よ
っ
て
、
宮

城
県
・
岩
手
県
・
茨
城
県
・
栃
木
県
・
千

葉
県
か
ら
避
難
し
た
方
々
。
こ
れ
ら
の
県
か

ら
の
避
難
者
数
は
、
今
回
の
調
査
の
判
明
分

で
４
１
５
人
に
な
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
の
区
分
け
は
便
宜
的
な

も
の
で
あ
り
、
南
相
馬
市
の
よ
う
に
避
難
指
示

区
域
と
そ
う
で
な
い
地
域
に
分
か
れ
た
自
治

体
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
避
難
指
示
区
域
の
再
編
に
よ
っ
て

「
強
制
避
難
」
と
「
自
主
避
難
」
の
境
目
も
曖
昧

に
な
っ
て
い
ま
す
。「
緊
急
時
避
難
準
備
区
域
」

は
２
０
１
１
年
９
月
に
解
除
と
な
り
、「
警
戒

区
域
」
と
「
計
画
的
避
難
区
域
」
は
２
０
１
２

年
４
月
か
ら
、「
避
難
指
示
解
除
準
備
区
域
」

「
居
住
制
限
区
域
」「
帰
還
困
難
区
域
」
へ
と
再

編
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
３
区
域
も
２
０
１

４
年
４
月
以
降
に
解
除
が
始
ま
り
、
こ
れ
ま
で

田
村
市
・
川
内
村
・
楢
葉
町
・
葛
尾
村
・
南

相
馬
市
小
高
区
、
そ
し
て
２
０
１
７
年
３
月
に

は
川
俣
町
・
浪
江
町
・
飯
舘
村
・
富
岡
町
で

避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
ま
し
た
（
帰
還
困
難
区

域
を
除
く
）。

あ
く
ま
で
大
ま
か
な
傾
向
と
し
て
、
埼
玉
県

内
に
は
３
つ
の
異
な
る
地
域
事
情
を
背
負
っ

て
避
難
し
て
い
る
方
々
が
い
る
こ
と
、
こ
う
し

た
地
域
事
情
も
避
難
指
示
解
除
に
よ
っ
て
揺

れ
動
い
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
上
で
個
々

の
生
活
事
情
に
応
じ
た
避
難
生
活
が
あ
る
こ

と
を
、
今
回
の
調
査
で
も
確
認
し
て
お
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

さいたま市
462人

上尾市
112人

川島町
3人

桶川市
55人

北本市19人
伊奈町
14人 春日部市

184人

杉戸町36人

幸手市13人

白岡市
4人

蓮田市
29人

三芳町
1人

宮代町
20人

越谷市
258人

草加市
134人

八潮市
63人

三郷市
68人

吉川市
31人

松伏町
5人

川口市
334人

蕨市
9人

戸田市
3人

和光市
13人

朝霞市
49人

志木市24人
富士見市
28人

ふじみ野市
96人

川越市
142人

鶴ヶ島市
71人

久喜市100人

加須市
503人

鴻巣市
 82人

吉見町
9人

坂戸市
37人

東松山市
23人

熊谷市
49人

深谷市
34人

本庄市
1人

神川町
0人

行田市
23人

羽生市
46人

新座市
53人

所沢市
107人

狭山市
109人

日高市
9人飯能市31人

秩父市
41人

毛呂山町
40人

鳩山町
13人越生町

3人

ときがわ町
7人横瀬町

0人

美里町
0人

上里町
2人

寄居町
24人

長瀞町
1人

小鹿野町
0人

滑川町
5人

皆野町
0人 東秩父村

　0人

小川町
7人

入間市62人

嵐山町
16人

3717人？

東北・福島から埼玉県内へ避難されている方

『福玉便り』編集部では2019年1～2月に、埼玉
県内の全63市町村を対象とした7回目のアンケ
ート調査を実施しました。「各自治体内の受け入
れ避難者数と、避難元の内訳」「実施している生
活支援」などをお尋ねし今回もすべての市町村
からご回答をいただきました。お忙しい中ご協
力いただいた担当課の皆様に、御礼を申し上げ
ます。
なお、今回も集計日時は市町村によって異な

り、2018年9月（1件）、10月（2件）、12月（2件）、
2019年1月（4件）、2月（54件）とバラつきがあり
ます。そのため、ここに掲載した避難者数が
2019年1月時点での人数とは一致しない可能性
があります。
また、ここに掲載している出身ごとの避難者

数は、回答のあった範囲での合算となりますの
で、実際の各避難元市町村の人数はもっと多い
ことが見込まれます。浪江町・双葉町・大熊町・富
岡町・葛尾村・飯舘村については、現在も役場の
ホームページ上で避難先別の避難者数を随時公
表しており、これら6町村のホームページに掲載
されていた2019年1～2月時点での「埼玉県への
避難者数」は、以下の通りです。
浪江町670人、双葉町818人、大熊町360人、富

岡町367人、葛尾村7人、飯舘村40人
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ま
ず
、交
流
会
や『
福
玉
便
り
』へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
多
く
い
た
だ
き
ま

し
た
。

・
ほ
っ
と
越
谷
に
月
に
１
回
通
っ
て

ま
す
。若
い
大
学
生
達
の
お
か
げ

で
お
し
ゃ
べ
り
、何
か
作
る
小
物

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。福
玉
便
り

で
は
、い
ろ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ

り
、特
に
石
上
さ
ん
の
お
か
げ
で

交
流
さ
せ
て
も
ら
っ
て
有
り
難
い

で
す
。こ
の
ま
ま
続
け
て
下
さ
れ

ば
又
私
の
生
き
る
目
的
で
頑
張
れ

て
い
ま
す
。（
大
船
渡
市
→
越
谷

市
、70
歳
以
上
女
性
）

・
母（
現
在
93
才
）が
自
分
の
所
へ
避

難
し
て
来
て
い
る
者
で
す
。母
へ

の
通
知
で
、福
玉
便
り
や
ふ
く
し

ま
の
今
が
分
か
る
新
聞
で
、避
難

し
て
い
る
人
達
、福
島
の
現
状
等

情
報
を
得
て
お
り
、あ
り
が
た
い

で
す
。又
母
も
毎
月
、青
空
あ
お
ぞ

ら
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、同

郷
の
人
達
と
会
う
の
が
楽
し
み
の

様
で
す
。こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き

避
難
者
、家
族
達
の
為
、頑
張
っ
て

下
さ
い
。（
南
相
馬
市
→
入
間
市
、

70
歳
以
上
女
性
）

・
あ
の
悪
夢
の
日
か
ら
ま
も
な
く
８

年
の
年
月
が
や
っ
て
き
ま
す
。高

齢
に
な
り
、体
力
も
気
力
も
な
く

な
り
、故
郷
で
の
楽
し
か
っ
た

日
々
が
、そ
し
て
地
域
の
人
た
ち

と
の
絆
を
想
い
、今
で
も
涙
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。福
玉
便
り
い

つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

勇
気
を
も
ら
い
励
ま
さ
れ
、心
が

折
れ
そ
う
な
時
に
み
な
さ
ま
の
こ

と
だ
ま
が
自
分
を
と
り
も
ど
し
て

き
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
頑
張
り

ま
す
。（
双
葉
町
→
さ
い
た
ま
市
、

70
歳
以
上
女
性
）

・
毎
回
、福
玉
便
り
を
楽
し
み
に
拝

見
さ
せ
て
頂
い
て
ま
す
。埼
玉
県

内
に
沢
山
の
避
難
者
達
が
集
え
る

場
所
が
あ
る
事
に
嬉
し
く
思
っ
て

ま
す
。皆
さ
ん
元
気
に
、楽
し
く
語

ら
い
合
っ
て
る
の
か
と
い
つ
も
思

っ
て
ま
し
た
。私
は
、ま
だ
、こ
う

い
う
集
う
会
に
参
加
し
た
こ
と
が

な
い
の
で
、行
っ
て
み
た
い
な
！

で
も
、知
ら
な
い
人
ば
か
り
だ

し
・・・
と
、な
か
な
か
双
葉
町
の
方

や
他
町
の
方
と
も
会
う
事
が
な

く
、さ
び
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。機

会
が
あ
れ
ば
お
伺
い
出
来
た
ら
又

楽
し
い
別
な
出
逢
い
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。皆
さ
ん
と
頑
張
り
ま
し

ょ
う
。（
双
葉
町
→
加
須
市
、５
０

代
女
性
）

・
地
震
後
、原
発
事
故

の
影
響
を
考
え
姉
の

住
ん
で
い
る
埼
玉
へ

引
っ
越
し
て
き
ま
し

た
。初
め
は
、都
会
の
人
間
関
係

や
、仕
事
の
厳
し
さ
に
ス
ト
レ
ス

を
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、今
で
は

ど
ち
ら
も
自
分
に
と
っ
て
大
切
な

も
の
と
な
り
ま
し
た
。「
福
玉
便

り
」に
は
、い
つ
も
福
島
の
良
さ
を

思
い
出
さ
せ
て
い
た
だ
き
、と
て

も
感
謝
し
て
い
ま
す
。（
伊
達
市
→

さ
い
た
ま
市
、30
代
女
性
）

ま
た
、現
在
の
近
況
や
想
い
を
寄
せ

て
い
た
だ
い
た
方
も
大
勢
い
ま
し
た
。

・
震
災
以
来
、縁
あ
っ
て
の
入
間
市

で
の
避
難
生
活（
借
家
住
ま
い
）が

続
い
て
い
ま
す
。数
千
万
円
を
か

け
て
購
入
し
た
土
地
や
家
屋
共
失

い
ま
し
た
が
、入
間
市
で
の
生
活

も
皆
様
の
は
げ
ま
し
で
、楽
し
く

過
ご
し
て
い
ま
す
。今
後
ど
の
よ

う
な
老
後
に
な
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、前
を
向
い
て
生
き
て
い
き

ま
す
。（
仙
台
市
→
入
間
市
、70
歳

以
上
男
性
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
楢
葉
町
の
自
宅
を
解
体
し
た
跡
の

写
真
を
見
た
時
の
空
し
さ
は
何
と

も
言
葉
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
楢
葉
町
→
越
谷
市
、70
歳
以
上
女

性
）

・
当
時
高
校
生
だ
っ
た
子
ど
も
た
ち

が
大
学
を
卒
業
し
て
社
会
人
と
な

り
ま
し
た
。来
年
３
月
で
定
年
退

職
す
る
主
人
と
２
人
で
第
２
の
人

生
を
歩
み
ま
す
。避
難
者
で
は
な

く
、今
の
地
域
に
と
け
こ
ん
で
生

活
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

南
相
馬
に
は
、田
・
畑
・
山
な
ど
の

土
地
を
所
有
し
、お
墓
も
あ
り
、今

後
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
、ど
の

よ
う
に
し
た
ら
良
い
の
か
悩
み
続

け
る
と
思
い
ま
す
。（
南
相
馬
市
→

松
伏
町
、60
代
女
性
）

そ
の
他
、『
福
玉
便
り
』や
各
団
体
の

支
援
に
対
す
る
ご
要
望
・
ご
批
判
も

い
た
だ
き
ま
し
た
。

・
３
・
11
の
避
難
生
活
以
降
、生
活
支

援
も
一
切
し
て
も
ら
っ
て
い
な
い

し
、交
流
会
か
ら
の
西
武
球
場
招

待
も
申
込
ん
で
も
一
度
だ
っ
て
招

待
さ
れ
た
こ
と
な
ど
な
い
。形
だ

け
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
、か
え

っ
て
避
難（
被
災
）者
を
落
ち
込
ま

す
だ
け
で
す
ヨ
！
そ
ん
な
中
、手

を
差
し
の
べ
て
く
れ
た
の
が
、民

間
団
体（
錦
糸
町
）だ
け
で
し
た
。

追
伸
、き
つ
い
言
い
方
で
す
が
、こ

れ
が
真
実
で
す
。（
南
相
馬
市
→
嵐

山
町
、50
代
男
性
）

・
福
島
の
汚
染
、リ
ス
ク
、そ
の
上
で

の
将
来
に
つ
い
て
、き
ち
ん
と
ア

ド
バ
イ
ス
で
き
る
の
で
し
ょ
う

か
？
さ
ら
に
埼
玉
か
ら
避
難
し
た

人
達
の
声
は
ど
う
考
え
て
い
ま
す

か
？「
３
・
11
を
忘
れ
な
い
」っ
て

何
で
し
ょ
う
か
？
私
は「
忘
れ
た

い
け
ど
、忘
れ
ら
れ
る
こ
と
は
な

い
、忘
れ
て
い
る
の
は
こ
う
し
た

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
お
祭
り
さ

わ
ぎ
」と
思
っ
て
い
ま
す
。有
益
な

情
報
が
な
く
な
ん
だ
か
よ
く
わ
か

ら
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。（
浪
江

町
→
鴻
巣
市
、40
代
女
性
）

・
狭
山
市
へ
来
て
５
年
に
な
り
ま
し

た
。各
地
で
は
毎
月
の
よ
う
に
行

事
が
行
わ
れ
て
る
よ
う
で
す
が
、

狭
山
市
で
は
一
度
も
集
会
な
ど
あ

り
ま
せ
ん
。狭
山
市
に
も
沢
山
の

方
々
が
住
ん
で
る
と
聞
い
て
お
り

ま
す
の
で
、機
会
が
あ
り
ま
し
た

ら
狭
山
市
で
も
何
か
行
事
を
開
催

し
て
い
た
だ
け
た
ら
有
り
が
た
い

の
で
す
が
・・・
我
が
ま
ま
言
っ
て

申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
、よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。（
南
相
馬
市

→
狭
山
市
、70
歳
以
上
女
性
）

・
声
を
聞
い
て
現
実
的
に
何
が
出
来

る
の
で
し
ょ
う
か
。疑
問
で
す
。本

当
に
被
害
者
の
気
持
ち
を
わ
か
っ

て
言
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

一
番
の
問
題
は
　
放
射
能
が
20
倍

以
上
あ
る
町
村
に
帰
す
と
か
、解

除
す
る
と
か
、国
の
馬
鹿
げ
た
方

針
を
止
め
る
事
が
で
き
る
ん
で
す

か
。被
害
者
は
ま
だ
ま
だ
異
常
な

生
活
を
虐
げ
ら
れ
て
い
る
の
で

す
。話
を
聞
く
だ
け
な
ら
や
め
て

欲
し
い
で
す
。（
地
域
未
記
入
、70

歳
以
上
男
性
）

本
当
に
必
要
な「
支
援
」と
は
何
な

の
か
。震
災
か
ら
８
年
目
を
迎
え
る
に

あ
た
っ
て
、各
団
体
と
一
緒
に
考
え
直

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。本
誌
や

埼
玉
県
内
の
支
援
活
動
に
対
す
る
ご

意
見
・
ご
感
想
は
、今
後
も
メ
ー
ル
や

お
手
紙
で
遠
慮
な
く
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

『
福
玉
便
り
』読
者
の
声
か
ら

『
福
玉
便
り
』に
読
者
登
録
し
て
い
る
皆
さ
ん
に
、１
・
２
月
号
に「
読

者
の
声
」の
は
が
き
を
ご
同
封
し
、27
人
の
方
か
ら
お
返
事
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。い
た
だ
い
た
声
の
一
部
を
、

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。（
編
集
部
・
原
田
）



子
ど
も
や
自
分
自
身
を
放
射
線
の

健
康
影
響
か
ら
守
る
た
め
に
、
政
府

の
避
難
指
示
が
な
く
と
も
避
難
を

し
て
い
る
人
は
、
全
国
に
今
な
お
た

く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
埼
玉

県
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
政
府

の
避
難
指
示
は
、
年
間
20
m
Sv
を
基

準
に
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
事
故

前
の
20
倍
の
基
準
を
受
け
入
れ
な

く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
疑
問
や

不
理
不
尽
さ
を
感
じ
た
人
は
当
然

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
放
射
能
汚

染
の
実
態
は
、
測
定
を
し
な
い
と
わ

か
り
ま
せ
ん
。
地
道
な
市
民
に
よ
る

測
定
で
、
福
島
県
を
超
え
た
広
範
な

被
害
も
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
（
例
：「
図
説
　
17
都
県
　
放

射
能
測
定
マ
ッ
プ
+読
み
解
き
集

（
み
ん
な
の
デ
ー
タ
サ
イ
ト
／
２
０

１
８
年
）」
な
ど
）。
避
難
の
妥
当
性

は
、
政
府
の
指
示
が
な
く
て
も
、
一

人
一
人
に
あ
る
の
で
す
。

２
０
１
７
年
３
月
、
福
島
県
か
ら

の
区
域
外
避
難
者
の
借
上
住
宅
の
無

償
供
与
が
打
ち
切
り
に
な
り
、反
対
の

声
が
多
く
あ
が
り
ま
し
た
。定
期
的
な

賠
償
の
な
い
区
域
外
避
難
者
は
、避
難

に
よ
り
増
加
し
た
生
活
費
の
す
べ
て

を
自
己
負
担
し
続
け
、
精
神
的
に
も

経
済
的
に
も
苦
し
い
状
況
に
あ
り

ま
し
た
。
唯
一
の
経
済
支
援
と
も
言

え
る
住
ま
い
の
無
償
供
与
が
な
く

な
り
、「
地
元
に
帰
る
」
あ
る
い
は

「
さ
ら
な
る
経
済
負
担
は
自
己
責

任
」
と
さ
れ
た
の
で
す
。

福
島
県
は
、２
年
間
の
み
家
賃
補
助

制
度
を
設
定
し
ま
し
た
が
、１
年
目
は

上
限
３
万
円
、２
年
目
は
需
要
減
２
万

円
と
わ
ず
か
な
も
の
。こ
れ
も
、こ
の

春
に
終
了
し
ま
す
。よ
く
、原
発
事
故

の
政
府
の
対
応
に
つ
い
て
「
帰
還
政

策
」と
い
う
言
葉
で
語
ら
れ
ま
す
。し

か
し
、
こ
の
住
ま
い
を
奪
う
政
策
は
、

「
帰
還
政
策
」と
い
う
よ
り
は「
自
己
責

任
政
策
」で
は
、と
思
わ
さ
れ
る
も
の

で
も
あ
り
ま
し
た
。

原
発
事
故
の
本
質
は
放
射
能
汚
染

で
、長
期
か
つ
広
域
の
避
難
に
な
り
ま

す
。放
射
性
物
質
が
拡
散
さ
れ
、そ
れ

を
除
染
に
よ
り「
低
減
」は
可
能
で
も
、

「
す
べ
て
除
去
」は
難
し
く
、完
全
な
元

ど
お
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、長

期
避
難
に
よ
る
暮
ら
し
の
経
年
変
化

も
あ
り
ま
す
。避
難
先
で
の
生
活
再
建

に
努
力
し
て
き
た
人
々
は
、「
帰
還
」

「
引
っ
越
し
」を
選
択
す
れ
ば
、子
ど
も

を
含
め
た
暮
ら
し
を
再
び
変
化
さ
せ

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
も
そ
も

「
選
択
」
を
繰
り
返
さ
せ
ら
れ
る
こ
と

自
体
が
、原
発
事
故
の
被
害
の
一
つ
と

も
思
え
ま
す
。

区
域
外
避
難
者
の
方
々
の
現
状
を

一
言
で
「
こ
う
い
う
状
況
に
あ
る
」

と
語
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
生
活

再
建
が
う
ま
く
い
っ
た
方
の
中
に

は
、
支
援
の
現
場
に
回
り
、
同
じ
思

い
を
共
有
す
る
立
場
で
活
躍
さ
れ

て
い
る
方
も
い
ま
す
。一
方
、世
帯

分
離
を
し
た
ま
ま
（
母
子
避
難
等
）

の
場
合
に
は
、
日
々
の
暮
ら
し
で
精

一
杯
だ
っ
た
り
、
こ
の
先
の
生
活
を

迷
い
続
け
て
い
た
り
す
る
方
も
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
精
神
的
に
追
い
詰

め
ら
れ
、
再
建
が
う
ま
く
い
か
な
か

っ
た
場
合
は
、
生
活
困
窮
に
陥
っ
て

し
ま
っ
た
方
も
い
ま
す
。
国
や
福
島

県
が
支
援
施
策
を
打
ち
出
し
て
も
、

ギ
リ
ギ
リ
の
と
こ
ろ
で
枠
組
み
か

ら
こ
ぼ
れ
落
ち
て
し
ま
う
方
が
い

る
の
も
事
実
で
す
。

こ
の
よ
う
に
多
様
化
し
た
区
域
外

避
難
者
（
こ
の
多
様
化
は
区
域
外
避

難
者
だ
け
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
）

の
方
々
に
対
し
て
、
埼
玉
県
に
住
む

私
た
ち
は
ど
う
関
わ
っ
て
い
け
る

の
で
し
ょ
う
。

そ
ん
な
中
で
、
今
年
か
ら
開
始
し

た
区
域
外
避
難
の
お
母

さ
ん
た
ち
と
埼
玉
の
お

母
さ
ん
た
ち
の
企
画
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

土
屋
聖
子
さ
ん
（
39
）

は
、埼
玉
に
住
む
、小
さ

な
お
子
さ
ん
を
含
め
た

３
人
の
お
母
さ
ん
。「
私

も
、
同
じ
立
場
で
あ
っ

た
ら
、
避
難
の
選
択
を

し
た
で
あ
ろ
う
、
と
い

う
の
は
い
つ
も
心
の
ど

こ
か
に
あ
っ
て
。
出
会

っ
た
避
難
者
の
お
子
さ

ん
は
、
自
分
の
子
ど
も

と
同
じ
年
で
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

土
屋
さ
ん
が
思
い
つ
い
た
の
は

「
郷
土
料
理
を
一
緒
に
作
っ
て
食
べ

る
」と
い
う
企
画
。「
避
難
し
た
人
た

ち
に
は
、『
暮
ら
し
』が
あ
っ
た
。そ

の
『
暮
ら
し
』
に
思
い
を
は
せ
ら
れ

る
共
通
ツ
ー
ル
は
食
事
か
な
、
と
思

い
ま
し
た
。
し
か
も
、
郷
土
料
理
に

も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
の
味
が
あ

る
。
そ
れ
を
共
有
し
た
い
と
思
い
ま

し
た
」。

埼
玉
県
に
は
、特
徴
が
な
い
よ
う
だ

け
れ
ど
、い
ろ
い
ろ
な
県
か
ら
転
勤
し

て
き
た
人
が
い
る
。だ
か
ら
こ
そ
、郷

土
料
理
で
繋
が
る
こ
と
が
可
能
で
は
、

と
土
屋
さ
ん
は
考
え
、生
活
ク
ラ
ブ
の

協
力
を
得
な
が
ら
、第
一
回
・
第
二
回

と
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

「
第
三
回
も
決
ま
っ
て
い
ま
す
。来

年
度
は
、
福
島
に
住
む
マ
マ
も
ご
招

待
で
き
た
ら
い
い
な
」
と
思
い
を
語

り
ま
す
。
写
真
の
よ
う
に
、
避
難
し

て
き
た
お
母
さ
ん
と
埼
玉
の
お
母

さ
ん
が
、
は
ら
こ
飯
、
カ
ツ
オ
の
煮

浸
し
、
い
か
人
参
、
さ
ん
ま
の
つ
み

れ
汁
を
作
り
、
一
緒
に
食
べ
る
イ
ベ

ン
ト
に
は
、
多
く
の
参
加
希
望
者
が

い
た
と
い
い
ま
す
。「
自
分
ご
と
と

し
て
考
え
た
い
と
い
つ
も
思
っ
て

い
た
」
と
話
す
土
屋
さ
ん
。
そ
ん
な

土
屋
さ
ん
の
思
い
が
、
じ
ん
わ
り
広

が
っ
て
い
ま
す
。

土
屋
さ
ん
が
話
し
て
く
だ
さ
っ
た

「
自
分
ご
と
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
。

埼
玉
県
内
に
も
、
様
々
な
ア
プ
ロ
ー

チ
を
試
み
て
い
る
人
が
い
ま
す
。
多

様
化
し
、
長
期
化
し
う
る
避
難
者
の

方
々
と
の
温
か
い
隣
人
と
し
て
の

繋
が
り
が
、
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
な

っ
て
い
く
の
だ
と
改
め
て
感
じ
て

い
ま
す
。

（
編
集
部
・
吉
田
）

5

多
様
化
す
る
区
域
外
避
難
者
（「
自
主
避
難
者
」）

の
現
状
と
、「
自
分
ご
と
」
と
し
て
の
つ
な
が
り
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２
月
13
日
、
さ
い
た
ま
市
民
会

館
う
ら
わ
に
て
、
埼
玉
県
労
働
者

福
祉
協
議
会
主
催
の
「
３
・
11
東

日
本
大
震
災
を
風
化
さ
せ
な
い
フ

ォ
ー
ラ
ム
」を
開
催
し
ま
し
た
。１

２
０
名
を
超
え
る
皆
さ
ん
が
集
ま

り
、
埼
玉
県
内
の
避
難
者
支
援
に

つ
い
て
認
識
を
共
有
し
ま
し
た
。

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
入
間
市

社
会
福
祉
協
議
会
の
取
組
み
を
き

っ
か
け
に
開
催
す
る
こ
と
に
な
り

し
た
。
入
間
市
社
会
福
祉
協
議
会

は
、
福
島
県
復
興
支
援
員
を
講
師

と
し
て
、
３
年
間
を
か
け
て
市
内

９
地
区
で
研
修
会
を
開
催
し
、
４

３
４
名
の
民
生
委
員
の
方
が
参
加

し
ま
し
た
。
参
加
者
の
ア
ン
ケ
ー

ト
に
は
、「
改
め
て
避
難
者
の
状
況

を
知
っ
た
」「
自
分
た
ち
に
で
き
る

こ
と
が
あ
れ
ば
避
難
者
の
皆
さ
ん

を
支
え
た
い
」
と
の
あ
り
が
た
い

感
想
を
頂
き
、
復
興
支
援
員
は
大

い
に
勇
気
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

埼
玉
県
で
は
、東
日
本
大
震
災
、

福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ
る
避
難

者
が
３
、
５
０
０
人
も
生
活
し
て

い
ま
す
。し
か
し
、ど
う
い
う
生
活

を
し
て
い
る
の
か
、
何
に
困
っ
て

い
る
の
か
、
普
段
は
う
か
が
い
知

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
こ
の
福
玉
便
り
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
サ
ロ
ン
・
交
流
会

は
今
で
も
毎
月
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
サ
ロ
ン
や
交
流
会
は
生
き
る

勇
気
と
力
を
与
え
て
い
ま
す
。
生

活
協
同
組
合
の
皆
さ
ん
が
サ
ロ
ン

や
交
流
会
に
参
加
し
、
福
玉
便
り

の
発
行
も
支
援
し
て
頂
い
て
い
ま

す
。「

９
回
目
の
３
・
11
」を
迎
え
る

に
あ
た
っ
て
、①
ま
だ
多
く
の「
避

難
者
（
福
島
県
だ
け
で
は
な
く
岩

手
県
や
宮
城
県
か
ら
の
避
難
者
も

い
ま
す
）」
が
い
る
こ
と
　
②
「
避

難
者
」
の
こ
と
を
知
り
、「
何
か
助

け
ら
れ
な
い
か
」
と
考
え
る
市
民

や
県
民
が
た
く
さ
ん
い
る
こ
と

③「
避
難
者
」を
支
え
る
自
治
体
や

支
援
団
体
、
当
事
者
団
体
が
頑
張

っ
て
活
動
し
て
い
る
こ
と
　
を
改

め
て
確
認
し
合
い
た
い
と
思
い
ま

す
。病

気
や
精
神
的
苦
痛
に
悩
む

方
、
孤
独
感
の
中
か
ら
一
歩
踏
み

出
せ
な
い
方
、
生
活
困
窮
に
陥
っ

た
方
、
そ
し
て
頑
張
っ
て
い
る
パ

パ
や
マ
マ
の
皆
さ
ん
…
…
私
た
ち

は
２
０
１
９
年
３
月
11
日
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
改
め
て
皆
さ
ん
と

共
に
歩
む
こ
と
を
宣
言
し
ま
す
。

（
埼
玉
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
・

永
田
）

富
岡
町
県
外
避
難
者
拠

点
事
務
所
の
活
動
報
告

２
月
13
日
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
富

岡
町
県
外
避
難
者
拠
点
事
務
所
も

活
動
報
告
の
機
会
を
得
ま
し
た
の

で
、
こ
こ
に
そ
の
一
部
を
掲
載
い

た
し
ま
す
。

原
発
事
故
に
よ
り
、２
、０
０
０

世
帯
を
超
え
る
町
民
が
富
岡
町
よ

り
福
島
県
外
に
避
難
せ
ざ
る
を
得

な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

町
民
を
支
援
す
る
た
め
、
平
成
２

５
年
１
月
に
「
富
岡
町
県
外
避
難

者
支
援
拠
点
事
務
所
」
が
さ
い
た

ま
市
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
支
援

活
動
は
「
避
難
者
の
孤
立
化
を
防

止
す
る
」を
テ
ー
マ
と
し
、戸
別
訪

問
、サ
ロ
ン
の
開
催
、富
岡
町
の
お

ま
つ
り
へ
の
参
加
等
々
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
関
係
者
の
協
力
も
あ

り
、
お
陰
様
で
こ
の
４
年
間
で
北

海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
の
戸
別
訪
問

を
一
巡
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。昨

年
末
、
富
岡
町
の
意
向
も
あ

り
県
外
避
難
者
に
対
し
、
支
援
員

活
動
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
紹

介
す
る
と
以
下
の
よ
う
な
状
況
で

す
。ア

ン
ケ
ー
ト
の
対
象
者
１
２
２

０
世
帯
に
配
布
し
３
８
０
世
帯
よ

り
回
答
を
頂
き
ま
し
た
（
回
答
率

31
％
）。

①
支
援
員
制
度
が
あ
る
こ
と
を

知
っ
て
い
ま
し
た
か
（
83
％
が
知

っ
て
い
た
）、②
電
話
等
の
声
掛
け

が
必
要
で
す
か
（
35
％
が
必
要
な

し
、30
％
が
１
回
／
年
、23
％
が
１

回
／
半
年
）、③
戸
別
訪
問
の
必
要

は
あ
り
ま
す
か
（
70
％
が
必
要
な

い
、
30
％
が
必
要
）、
④
サ
ロ
ン
の

開
催
は
必
要
で
す
か
（
69
％
が
必

要
な
い
、
31
％
が
必
要
）、
⑤
サ
ロ

ン
等
の
イ
ベ
ン
ト
は
何
を
希
望
し

ま
す
か（
昼
食
を
兼
ね
た
交
流
会
、

近
隣
の
観
光
地
巡
り
の
交
流
会
）

と
い
う
結
果
で
し
た
。

自
由
意
見
の
主
な
も
の
を
紹
介

し
ま
す
と
、「
高
齢
者
に
は
交
流
会

が
必
要
だ
」、「
新
し
い
土
地
で
静

か
に
生
活
し
て
ゆ
き
た
い
」、「
避

難
者
に
寄
り
添
っ
た
対
応
あ
り
が

と
う
」、「
必
要
な
い
・
経
費
が
か

か
る
」、「
早
く
自
立
す
る
こ
と
が

必
要
だ
」、「
サ
ロ
ン
に
は
行
き
た

い
が
足
腰
が
悪
く
参
加
で
き
な

い
」、「
富
岡
の
方
言
で
支
援
員
と

話
せ
て
う
れ
し
か
っ
た
」、「
本
当

の
支
援
が
必
要
な
人
ほ
ど
声
に
出

せ
な
い
こ
と
を
分
か
っ
て
欲
し

い
」、「
一
人
で
も
必
要
と
す
る
方

が
い
る
限
り
活
動
を
続
け
て
欲
し

い
」
等
々
の
ご
意
見
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
ご
意
見
も
参
考
に
、

支
援
活
動
を
続
け
て
行
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

（
富
岡
町
県
外
避
難
者
拠
点
事

務
所
復
興
支
援
員
・
林
）

福
島
県
復
興
支
援
員
埼

玉
事
務
所
の
活
動
報
告

２
月
13
日
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に

て
、
福
島
県
復
興
支
援
員
埼
玉
事

務
所
が
取
り
組
ん
で
き
た
、
サ
ロ

ン
や
相
談
会
に
つ
い
て
の
説
明
を

行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
今
ま
で
避

難
者
の
方
を
戸
別
訪
問
す
る
中
で

伺
っ
た
、現
状
や
困
り
事
、悩
み
事

等
を
、
初
め
て
お
伝
え
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

８
年
と
い
う
長
き
に
渡
る
避
難

生
活
か
ら
見
え
て
来
た
問
題
点

は
、避
難
指
示
区
域
の
違
い
、年
齢

別
の
悩
み
、
家
族
単
位
で
の
悩
み

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
違
っ
て
き
て

「
３
・
11
東
日
本
大
震
災
を

風
化
さ
せ
な
い
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

埼
玉
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
主
催

■富岡町復興支援
員 埼玉事務所

さいたま市浦和区常
盤 6-4-21 ときわ会
館 4F
T E L 0 4 8 - 8 3 3 -
8731
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い
る
現
状
と
し
て
お
伝
え
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。避
難
者
が
抱
え

る
問
題
点
を
、埼
玉
県
の
方
々
に

お
伝
え
し
、
８
年
経
っ
て
も
な

お
、
福
島
県
に
戻
れ
な
い
現
状

や
、埼
玉
県
で
の
生
活
を
し
な
が

ら
、福
島
に
残
し
て
き
て
い
る
家

や
土
地
、家
族
の
問
題
が
解
決
さ

れ
な
い
ま
ま
あ
る
実
態
な
ど
も

ご
理
解
頂
け
る
よ
う
に
努
め
ま

し
た
。

具
体
的
な
事
例
で
は
、発
達
障

害
児
を
持
つ
ご
家
族
が
、知
ら
な

い
土
地
で
の
生
活
を
支
え
る
大

変
さ
。避
難
先
で
配
偶
者
を
亡
く

さ
れ
て
一
人
で
暮
ら
し
て
い
る

方
が
増
え
て
い
る
こ
と
。中
間
貯

蔵
の
件
で
は
、納
得
が
行
か
な
い

と
語
る
方
。自
分
は
高
齢
だ
が
病

気
の
娘
が
心
配
で
今
後
の
不
安

を
語
ら
れ
た
方
。80
歳
を
過
ぎ
て

我
が
家
の
解
体
を
決
心
し
、悔
し

さ
と
虚
し
さ
で
原
発
事
故
を
恨

み
ま
し
た
と
、解
体
作
業
の
行
き

来
で
体
調
を
崩
し
た
つ
ら
さ
を

話
さ
れ
た
方
。何
か
所
も
避
難
場

所
を
変
え
て
い
た
の
で
、福
島
県

か
ら
の
情
報
が
伝
わ
っ
て
お
ら

ず
、
知
ら
な
い
事
が
あ
っ
た
方
。

自
分
が
ど
ん
な
賠
償
を
受
け
ら

れ
る
の
か
を
ご
存
じ
な
い
方
。家

族
内
で
の
孤
立
に
悩
み
、精
神
科

に
通
院
し
て
い
る
方
、
な
ど
、
本

当
に
多
く
の
方
々
が
問
題
に
直

面
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、今
後
の
支
援
と
し
て

戸
別
訪
問
で
感
じ
た
中
か
ら
、正

し
い
情
報
を
得
る
、届
け
る
事
の

難
し
さ
、ず
っ
と
つ
な
が
れ
る
場

所
の
必
要
性
。そ
れ
を
長
期
に
渡

っ
て
つ
な
げ
る
旗
を
掲
げ
続
け

る
必
要
性
な
ど
も
お
伝
え
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。

私
達
支
援
員
は
、避
難
者
の
声

の
代
弁
者
と
し
て
、現
状
を
知
ら

な
い
方
々
に
ご
理
解
頂
け
る
よ

う
に
と
心
が
け
て
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
お
伝
え
し
ま
し
た
。

（
福
島
県
復
興
支
援
員
・
冨

永
）

■福島県復興支援員
埼玉事務所

開所時間：平日 9：00～17：00
さいたま市浦和区常盤 6-4-21
ときわ会館 1F
TEL：048-814-1111

／080-8764-7927
FAX：048-814-1112

今号の発行は、生活クラブ生活協同組合埼玉の皆様のご
支援をいただきました。ありがとうございました。

生
活
ク
ラ
ブ
は
食
の
共
同
購
入
を

主
事
業
と
し
た
生
活
協
同
組
合
で
す
。

サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
（
持
続
可
能
）
な
社

会
を
目
指
し
て
、食（
F
）・
エ
ネ
ル
ギ

ー
（
E
）・
ケ
ア
（
C
）
の
自
給
圏
づ
く

り
を
す
す
め
て
い
ま
す
。エ
ネ
ル
ギ
ー

問
題
で
は
、33
年
前
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
原
発
事
故
以
来
一
貫
し
て
脱
原
発

を
求
め
て
活
動
し

て
き
ま
し
た
。
福

島
原
発
事
故
は
食

を
扱
う
私
た
ち
に

と
っ
て
も
他
人
事

で
は
な
く
、
独
自

の
放
射
能
測
定
、

こ
の
結
果
を
踏
ま

え
た
放
射
能
基
準

設
定
、
甲
状
腺
検
査
活
動
、
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
給
を
目

指
し
た
「
生
活
ク
ラ
ブ
で
ん
き
」
の
共

同
購
入
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

２
０
１
２
年
か
ら
は
毎
年
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
ツ
ア
ー
を
行
っ
て
お
り
、本
年
度

は
10
月
に
福
島
と
栃
木
か
ら
小
学
生

の
い
る
８
家
族
、総
勢
22
人
の
組
合
員

親
子
が
埼
玉
を
訪
れ
ま
し
た
。陶
芸
体

験
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
、
鉄

道
博
物
館
を
楽
し
み
な
が
ら
、
組

合
員
の
実
行
委
員
の
家
族
も
加
わ

り
、
子
ど
も
同
士
、
大
人
同
士
、
親

子
で
の
交
流
を
図
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
の
中
で
印
象
的
だ
っ

た
の
は
、「
福
島
に
い
る
と
、
原
発

事
故
の
こ
と
を
気
軽
に
話
題
に
で

き
な
い
」
と
い
う
言
葉
で
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
暮
ら
し
の
中
で
何
か
を
言
え

ば
誰
か
を
責
め
、傷
つ
け
て
し
ま
う
と

い
う
思
い
の
中
で
、心
の
内
を
話
す
こ

と
を
躊
躇
す
る
こ
と
が
多
く
、今
回
埼

玉
に
き
て
話
し
、共
感
し
て
も
ら
え
て

う
れ
し
か
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

暮
ら
し
の
主
役
は
私
た
ち
自
身
で
す
。

一
人
ひ
と
り
の
選
択
が
望
む
未
来
を

つ
く
り
ま
す
。こ
ん
な
思
い
を
二
度
と

す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、誰
も
が
当

た
り
前
の
暮
ら
し
を
奪
わ
れ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
に
、
２
０
１
９
年
度
も

『
３
・
11
を
忘
れ
な
い
 交
流
・
活
動

支
援
カ
ン
パ
』
を
募
り
、
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
ツ
ア
ー
を
始
め
様
々
な
方
々
と
繋

が
り
を
つ
く
り
取
り
組
み
を
す
す
め

て
い
き
ま
す
。（
生
活
ク
ラ
ブ
生
活
協

同
組
合
 埼
玉
 理
事
 木
下
美
由
紀
）

生
活
ク
ラ
ブ
の
取
り
組
み
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富
士
見
市
に
お
住
い
の
坂
本
幾
子

さ
ん（
浪
江
町
）

昭
和
６
年
に
浪
江
町
幾
世
橋
村

で
生
ま
れ
ま
し
た
。小
学
校
の
頃

か
ら「
学
校
の
先
生
に
な
る
！
」と

思
っ
て
い
ま
し
た
。石
盤
に
書
い

た
も
の
に
花
丸
を
も
ら
っ
て
喜
ん

で
い
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。浪
江

女
学
校
４
年
か
ら
５
年
に
上
が
る

時
に
宮
城
師
範
に
入
学
し
ま
し

た
。学
校
が
３
年
生
の
時
に
東
北

大
学
教
育
学
部
に
な
っ
た
の
で
19

歳
で
東
北
大
教
育
学
部
卒
業
、そ

れ
か
ら
浪
江
町
の
小
学
校
教
員
を

勤
め
ま
し
た
。主
人
も
教
員
で
、夫

婦
で
教
職
員
の
場
合
、男
性
が
管

理
職
に
登
用
さ
れ
た
場
合
に
は
女

性
の
方
が
退
職
す
る
と
の
不
文
律

が
数
年
間
あ
っ
た
ん
で
す
。主
人

の
出
世
の
た
め
な
ら
ば
と
思
い
、

自
分
は
昭
和
53
年
３
月
31
日
に
退

職
し
ま
し
た
。そ
れ
か
ら
は
お
花
、

踊
り
、お
茶
、編
み
物
、水
彩
画
な

ど
、好
き
な
こ
と
を
色
々
や
ら
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。主
人
は
平
成

１
７
年
に
亡
く
な
り
、そ
の
後
５

年
間
、悠
々
自
適
に
浪
江
町
の
小

野
田
で
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。

２
０
１
１
年
３
月
11
日
は
、
午

前
中
に
診
察
を
受
け
、お
薬
を
２

週
間
分
も
ら
っ
て
帰
り
ま
し
た
。

車
の
ガ
ソ
リ
ン
が
少
な
く
な
っ
て

い
た
の
で
す
が
、後
で
入
れ
れ
ば

い
い
や
、と
思
っ
て
い
ま
し
た
。置

き
薬
の
会
社
の
人
が
来
て
帰
っ
た

あ
と
、お
昼
ご
飯
を
食
べ
、畑
の
草

む
し
り
で
も
し
よ
う
か
と
思
っ
て

い
た
時
に
ぐ
ら
っ
と
揺
れ
ま
し

た
。う
わ
ー
お
っ
か
ね
ぇ
、ど
う
し

た
ら
い
っ
ぺ
、と
い
う
感
じ
で
と

っ
さ
に
テ
レ
ビ
を
押
さ
え
、柱
に

つ
か
ま
り
ま
し
た
。窓
か
ら
は
隣

の
家
の
人
が
立
っ
て
お
ら
れ
ず
に

座
り
込
ん
で

叫
ん
で
い
る

姿
が
見
え
ま

し
た
。
そ
の

う
ち
に
台
所

か
ら
水
が
流

れ
て
き
た
の

で
長
靴
を
履

い
て
元
栓
を

閉
め
に
出
よ

う
と
し
た
ら

玄
関
の
サ
ッ

シ
が
外
れ
て

あ
か
な
く
て
焦
り
ま
し
た
。

し
ば
ら
く
し
て
午
前
中
に
来
た

置
き
薬
の
会
社
の
人
が「
奥
さ
ん
、

大
丈
夫
だ
っ
た
か
～
」と
様
子
を

見
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。ま
た
、以

前
に
民
生
委
員
さ
ん
か
ら
何
か
あ

っ
た
ら
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
と
渡

さ
れ
て
い
た
電
話
が
あ
っ
た
の
で

す
が
、そ
の
電
話
に
埼
玉
県
か
ら

娘
が
か
け
て
き
ま
し
た
。よ
う
や

く
そ
の
電
話
で
私
が
生
き
て
い
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
安
心
し
た
そ
う

で
す
。そ
の
日
は
太
い
ろ
う
そ
く

を
つ
け
て
食
事
を
し
て
、下
着
や

貴
重
品
な
ど
を
リ
ュ
ッ
ク
に
ま
と

め
て
眠
り
に
つ
き
ま
し
た
。

翌
朝
早
く
、
隣
に
住
ん
で
い
る

と
き
子
さ
ん
が
ご
飯
と
み
そ
汁
を

持
っ
て
き
て
く
れ
て
、あ
り
が
た

か
っ
た
で
す
。こ
の
方
は
小
学
校

の
同
級
生
の
妹
さ
ん
に
あ
た
る
方

で
す
。
食
べ

終
わ
る
頃
に

ま
た
と
き
子

さ
ん
が
走
っ

て
や
っ
て
き

て
「
先
生
、避

難
し
な
く
て

は
い
け
な
い

ん

だ

っ

て
！
」
と
言

っ

た

ん

で

す
。「
な
ん

で
？
」
と
聞

く
と
、消
防
団
に
入
っ
て
い
る
孫

が
言
う
に
は
「
ど
う
も
東
電
が
あ

ぶ
な
い
ら
し
い
」と
。で
も
、す
ぐ

に
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
で
す
ね
、

ず
っ
と
安
心
安
全
、と
言
わ
れ
て

い
ま
し
た
か
ら
。と
に
か
く
、と
き

子
さ
ん
の
家
族
と
私
、も
う
一
人

の
近
所
の
方
の
８
人
で
車
２
台
に

分
乗
し
て
家
を
出
ま
し
た
。

津
島
の
方
に
向
か
う
途
中
、
と

き
子
さ
ん
の
知
り
合
い
の
方
の
家

に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。暖
か

い
ご
は
ん
に
み
そ
汁
を
い
た
だ

き
、お
風
呂
、お
布
団
も
出
し
て
も

ら
っ
て
休
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。後
で
他
の
方
々
が「
避
難
所
で

は
お
に
ぎ
り
一
個
だ
け
だ
っ
た
」

と
い
う
話
を
さ
れ
る
た
び
に
、本

当
に
自
分
は
あ
り
が
た
か
っ
た
な

あ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。翌
朝
起

き
た
ら
、家
の
中
に
人
が
一
杯
い

た
の
で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。寝

て
い
た
間
に
知
り
合
い
の
方
々
が

頼
っ
て
避
難
し
て
こ
ら
れ
て
い
た

ん
で
す
。こ
こ
に
長
く
居
て
は
い

け
な
い
と
思
い
、と
き
子
さ
ん
の

伝
手
を
頼
っ
て
い
わ
き
市
へ
向
か

い
ま
し
た
。い
わ
き
で
は
水
が
出

な
い
状
態
だ
っ
た
の
で
、男
性
陣

が
近
く
の
小
学
校
に
水
汲
み
に
行

っ
た
り
、皿
に
サ
ラ
ン
ラ
ッ
プ
を

敷
い
て
食
事
し
ま
し
た
。

14
日
中
に
と
き
子
さ
ん
の
知
り

合
い
が
い
る
宇
都
宮
へ
向
か
っ
て

移
動
し
ま
し
た
。渋
滞
で
ガ
ソ
リ

ン
も
足
ら
ず
に
大
変
で
し
た
。15

日
の
朝
方
に
宇
都
宮
に
つ
い
て
宿

泊
施
設
に
落
ち
着
い
た
と
こ
ろ
、

餃
子
を
差
し
入
れ
て
も
ら
っ
て
食

べ
た
ん
で
す
。こ
れ
が
と
っ
て
も

美
味
し
く
て
。一
生
忘
れ
ら
れ
な

い
味
に
な
り
ま
し
た
。そ
れ
ま
で

あ
ま
り
餃
子
を
食
べ
て
い
な
か
っ

た
で
す
が
、あ
ん
な
に
美
味
し
い

と
は
思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
で

す
。避
難
生
活
が
続
い
て
い
た
の

で
、余
計
に
そ
の
味
が
身
に
染
み

た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。17
日
に
は

新
幹
線
に
乗
っ
て
と
き
子
さ
ん
達

と
一
緒
に
大
宮
に
来
ま
し
て
、と

き
子
さ
ん
の
娘
さ
ん
の
所
で
過
ご

し
ま
し
た
。あ
る
時
、そ
こ
に
私
の

娘
が
来
て
「
80
歳
の
誕
生
日
の
お

祝
い
を
し
て
あ
げ
る
ね
」と
言
っ

て
く
れ
ま
し
た
。３
月
27
日
は
私

の
80
歳
の
誕
生
日
で
し
た
が
、こ

の
よ
う
な
状
態
の
中
で
自
分
で
は

誕
生
日
な
ん
て
思
い
も
よ
ら
な
か

っ
た
ん
で
す
。で
も
、そ
の
言
葉
を

聞
い
て「
私
に
は
家
族
が
い
る
、前

向
き
に
な
ら
な
く
て
は
い
け
な

い
、子
ど
も
に
心
配
か
け
て
は
い

け
な
い
」と
思
い
、気
持
ち
が
吹
っ

切
れ
ま
し
た
。そ
こ
か
ら
前
を
向

い
て
生
き
て
い
く
こ
と
を
決
め
ま

し
た
。こ
れ
が
今
の
私
の
原
点
で

す
ね
。そ
の
月
末
に
富
士
見
市
の

娘
の
と
こ
ろ
に
越
し
ま
し
た
。

娘
の
家
は
４
階
に
あ
る
の
で
、

だ
ん
だ
ん
と
歩
く
の
が
つ
ら
く
な

っ
て
き
ま
し
た
。浪
江
町
で
は
筋

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
や
っ
て
い
た

の
で
、娘
が
富
士
見
市
の
市
役
所

で
尋
ね
た
ら
、健
康
増
進
セ
ン
タ

ー
の
職
員
さ
ん
が
様
子
を
見
に
き

て
く
れ
て
、体
操
教
室
を
紹
介
し

て
く
れ
ま
し
た
。そ
こ
で
６
ヶ
月

機
械
を
使
っ
た
り
椅
子
で
の
体
操

を
し
ま
し
た
。そ
の
教
室
の
終
了

後
、同
じ
よ
う
に
教
室
を
終
え
た

避
難
中
の
皆
さ
ん
の
声
を
お
伝
え
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

ひ
ろ
ば

お茶っこ交流会の新年会。
真ん中で赤いセーターの方が坂本さん
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人
た
ち
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
セ
ン
タ

ー
で
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
体
操
の
会
を

作
っ
て
い
る
と
聞
い
た
の
で
、自

分
も
入
会
し
ま
し
た
。そ
こ
で
知

り
合
っ
た
人
か
ら「
坂
本
さ
ん
、歌

が
上
手
だ
か
ら
一
緒
に
童
謡
コ
ー

ラ
ス
を
や
ら
な
い
？
」と
誘
わ
れ

た
の
で「
喜
ん
で
！
」と
参
加
し
て

い
ま
す
。そ
の
他
に
も
、コ
ミ
セ
ン

祭
り
で
編
み
物
の
会
が
あ
る
の
を

知
り
、す
ぐ
に
入
会
し
て
月
３
回

通
っ
て
い
ま
す
。粘
土
フ
ラ
ワ
ー

の
会
に
も
入
っ
て
い
ま
す
。月
１

回
は
70
歳
以
上
の
方
の
サ
ロ
ン
が

あ
る
の
で
、そ
こ
に
も
参
加
し
て

い
ま
す
。５
年
前
頃
か
ら
富
士
見

市
安
心
安
全
課
の
梶
田
さ
ん
が
担

当
し
て
始
ま
っ
た
「
お
茶
っ
こ
交

流
会
」に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。こ

こ
で
初
め
て
浪
江
町
か
ら
避
難
し

て
い
る
方
に
会
い
ま
し
た
。ふ
じ

み
野
市
の「
お
あ
が
ん
な
ん
し
ょ
」

に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。故
郷
の

言
葉
で
話
せ
る
の
で
と
て
も
楽
し

い
で
す
。

平
成
29
年
３
月
31
日
の
一
部
避

難
指
示
解
除
後
、自
宅
は
居
住
制

限
地
域
な
の
で
帰
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。２
メ
ー

ト
ル
先
の
道
路
の
向
こ
う
は
帰
宅

困
難
地
域
で
す
。帰
り
た
い
と
い

う
気
持
ち
は
あ
り
ま
す
が
、我
が

家
の
周
囲
も
線
量
が
高
く
住
め
ま

せ
ん
。昨
年
９
月
に
家
は
解
体
し

て
、現
在
は
更
地
に
な
っ
て
い
ま

す
。夫

が
亡
く
な
っ
て
心
寂
し
く
な

っ
た
時
に
、友
達
か
ら「
民
謡
や
ら

な
い
？
」と
誘
わ
れ
て
始
め
た
経

験
か
ら
、積
極
的
に
生
き
て
い
く

こ
と
が
大
切
だ
と
痛
感
し
ま
し

た
。編
み
物
や
体
操
や
コ
ー
ラ
ス

な
ど
に
参
加
し
た
の
も
そ
の
時
の

経
験
か
ら
で
す
。色
々
な
会
で
知

り
合
っ
た
方
が
高
齢
で
足
が
悪
い

私
の
こ
と
を
気
に
か
け
て
く
だ
さ

っ
て
、何
か
と
助
け
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。あ
り
が
た
い
こ
と
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。考
え
て
み
れ

ば
、教
員
の
仕
事
は
早
く
や
め
ま

し
た
が
、そ
の
後
に
や
っ
て
き
た

こ
と
が
今
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の

で
、良
か
っ
た
と
い
う
こ
と
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。避
難
す
る
時
も
、自

分
の
車
に
ガ
ソ
リ
ン
が
十
分
入
っ

て
い
れ
ば
、自
分
で
運
転
し
て
全

く
別
の
ル
ー
ト
に
向
か
っ
て
い
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。実
際
に
は
と

き
子
さ
ん
の
縁
に
頼
り
な
が
ら
移

動
し
た
お
か
げ
で
各
所
で
助
け
て

も
ら
い
ま
し
た
。思
い
も
よ
ら
な

い
大
変
な
状
況
の
中
で
も
自
分
は

運
に
恵
ま
れ
て
い
ま
し
た
。で
き

る
だ
け
笑
顔
で
過
ご
す
、自
分
か

ら
積
極
的
な
姿
勢
を
持
っ
て
暮
ら

す
と
い
う
原
点
を
い
つ
も
心
掛
け

て
い
ま
す
。（
聞
き
手
編
集
部
・
薄
井
）

東
日
本
大
震
災
か
ら
８
年
目

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
今
、

私
の
周
り
の
埼
玉
県
民
か
ら
は

避
難
し
て
い
る
方
々
の
話
題
が

少
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
ふ
じ
み
野
市
の
交

流
会
“お
あ
が
ん
な
ん
し
ょ
”で

は
、
発
足
当
初
か
ら
避
難
さ
れ

て
い
る
方
々
と
市
民
と
の
関
わ

り
を
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。

「
中
央
公
園
で
の
相
馬
盆
踊
り

大
会
」
で
は
大
勢
の
市
民
が
参

加
し
一
緒
に
踊
り
楽
し
ん
で
、

「
私
も
東
北
出
身
者
で
す
」
と
声

を
か
け
て
く
れ
た
市
民
が
複
数

い
ま
し
た
。
西
瓜
や
お
茶
な
ど

の
差
し
入
れ
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
市
内
の
イ
ベ
ン
ト
に

も
積
極
的
に
参
加
し
、
存
在
を

ア
ピ
ー
ル
し
て
き
ま
し
た
。
ふ

じ
み
野
市
七
夕
ま
つ
り
で
は
、

竹
飾
り
コ
ン
ク
ー
ル
に
エ
ン
ト

リ
ー
し
、
銅
賞
２
回
・
銀
賞
１

回
を
獲
得
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

毎
回
の
交
流
会
で
全
員
が
折
り

あ
げ
た
パ
ー
ツ
を
繋
ぎ
合
わ
せ

て
完
成
さ
せ
た
も
の
で
す
。
交

流
プ
ラ
ザ
・
フ
ク
ト
ピ
ア
の

「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
フ
ェ
ス
タ
」

や
、
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

「
市
民
交
流
会
」
で
は
活
動
の
様

子
を
パ
ネ
ル
発
表
し
な
が
ら
現

状
報
告
し
た
り
、
毎
月
の
サ
ロ

ン
で
歌
っ
て
き
た
曲
を
ス
テ
ー

ジ
発
表
し
ま
し
た
。
九
都
県
市

防
災
訓
練
で
は
ブ
ー
ス
の
中

で
、
足
湯
＆
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー

ジ
を
し
な
が
ら
、
避
難
し
て
い

る
方
の
状
況
を
伝
え
ま
し
た
。

地
域
労
福
協
の
イ
ベ
ン
ト
の
中

で
も
、
参
加
し
た
組
合
員
の

方
々
に
現
状
報
告
を
し
て
き
ま

し
た
。

個
人
活
動
と
し
て
は
、
機
会

あ
る
ご
と
に
「
避
難
者
支
援
の

現
状
報
告
」
を
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
一
つ
と
し
て
、
埼
玉
県
教

育
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会
の
学
習

会
で
発
表
し
ま
し
た
。
発
災
後

に
停
電
等
で
正
し
い
情
報
が
入

ら
ず
錯
綜
す
る
中
で
、「
大
変
な

事
に
な
っ
て
い
る
ら
し
い
、
と

に
か
く
逃
げ
て
」
と
知
人
宅
に

身
を
寄
せ
た
の
も
つ
か
の
間
、

次
の
移
動
に
右
往
左
往
し
、
10

回
も
転
々
と
し
て
埼
玉
に
辿
り

着
い
た
方
の
ご
経
験
を
紹
介
し

ま
し
た
。
安
全
神
話
か
ら
一
転

し
て
、
先
の
見
え
な
い
不
安
の

日
々
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。
“お

あ
が
ん
な
ん
し
ょ
”の
様
子
、
福

玉
便
り
の
記
事
、
震
災
支
援
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
埼
玉
の
調
査
報

告
、
“ぽ
ろ
ろ
ん
”の
冊
子
な
ど
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
、
避
難
者
の

切
実
な
声
を
伝
え
ま
し
た
。
参

加
し
て
い
た
埼
玉
県
内
の
先
生

方
か
ら
は
、「
知
ら
な
か
っ
た
」

「
教
育
の
中
で
伝
え
て
い
き
た

い
」「
資
料
が
欲
し
い
」
な
ど
の

声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
メ
デ

ィ
ア
等
で
小
間
切
れ
の
情
報
は

知
っ
て
い
て
も
、
当
事
者
の

方
々
の
声
は
強
く
胸
に
刺
さ
っ

た
よ
う
で
す
。
根
気
強
く
、
あ
ら

ゆ
る
機
会
を
利
用
し
て
、
正
し

い
情
報
を
伝
え
て
い
く
こ
と
が

大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
市
民
と
し
て
、
仲
間
と

し
て
、
末
永
く
お
付
き
合
い
を

し
て
い
き
た
い
で
す
。

（
お
あ
が
ん
な
ん
し
ょ
実
行

委
員
会
・
松
舘
千
枝
）

「
お
あ
が
ん
な
ん
し
ょ
」
か
ら
の
報
告
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3月＆4月号 2019年3月1日発行

東日本大震災の発災直後、被災なさった方に心を落ち着
けていただくために、まずは「安心と安全」の確保が重要
であると、震災支援ネットワーク埼玉のメンバーである臨
床心理士が事あるごとに口に出していたことが思い出さ
れます。
あれから 8 年が経過した今、長きにわたる避難生活を送

られていらっしゃる皆さんの「安心と安全」は果たして確
保できているでしょうか？
未曾有の大災害となった東日本大震災による被災に加

えて、原発事故で生活の場を汚染され、日常を丸ごと奪わ
れてしまった方々にとって、元の暮らしを取り戻すことは
困難を極めることでしょう。このことが、平成三十年末の
時点での復興庁の集計で、埼玉県には 3,498 名、首都圏に
は 22,063 名もの方々が避難生活を余儀なくされていると
いう事が物語っているといえるのではないでしょうか。
家族構成、年齢、仕事、子供の教育などご自身を取り巻

くさまざまな要因と、身体や心の不調などが複雑に絡み合
うことで、心穏やかな日常を取り戻すには途方もない時間
が必要となります。長きに渡って避難生活を余儀なくされ
ている皆さんに寄り添わせていただいている私たちにと
って、「生活再建」などという言葉を軽々しく口にできない
心境が続いています。
少しずつでも心やすらかな日常を取り戻していただく

ための一歩として、まずは、「新しい住まいの確保」につい
てのお手伝いをさせていただく機会が多くなっています。
損害賠償請求を行っていきながら、新しい家屋を取得して
いくにあたって、土地家屋の登記の名義変更手続きや相続

の問題などが絡んでくると、複雑な法律的な手続きが必要
になってしまうケースが多くあり、司法書士を中心に手続
きをサポートさせていただいています。
また、避難元では大家族で生活していたけれども、仕事

の関係でお子さんの家族とは別々の生活となった場合に
はどうするのがいいのか、ご高齢の方と同居する場合、ど
のような制度を活用し将来的な事を見据えてどのように
家屋を求めていけばいいのかなど、後々で悔やむことが無
いように、専門家が一緒に考えさせていただきます。交流
会などでお目にかかった際にはこれからもどうぞお気軽
にお声がけください。最善の解決策をご一緒に考えさせて
いただきます。
もちろん守秘義務により個々の相談内容については秘

密厳守で取り組ませていただいていますが、多くの方にと
って有益な最新動向、培ったノウハウなどは、加須、春日
部、所沢で毎月実施している交流会の中で、これからも共
有させていただいてまいります。
私たち震災支援ネットワーク埼玉は、避難生活を余儀な

くされている皆さんが幸せな日常を送っていただけるよ
う、寄り添わせていただく想いを新たにしています。
交流会へ参加できない場合でも、ご遠慮なくお電話くだ

さい。お話をお聞きした上で適切な専門家におつなぎしま
す。どこにいても電話に出られるように携帯電話で対応し
ています。相談対応中など電話に出ることができない場合
には折り返しご連絡させていただきます。

震災支援ネットワーク埼玉（担当：愛甲）090-8879-0213

心やすらかな暮らしを送っていただくために
～震災支援ネットワーク埼玉の活動報告～

平成 30 年度　和光つながりカフェ(第７回)
～ 今、私たちができること ～
主催：社会福祉法人和光市社会福祉協議会
平成 30 年度は日本国内で多くの天災に見舞われた年となりま
した。年月の経過とともに風化しがちな「震災」を改めて思
い起こし、地域の中での絆の大切さを見直し、災害時等に備
え“私たちが日頃からできることは何か”を考える契機として

「和光つながりカフェ（第７回）」を開催します。

●日時：平成 31 年 3 月 16 日 (土) 13 時 30 分～16 時　※開場
は 13 時
●会場：和光市総合福祉会館内 (和光市南 1－23－1) 
●費用：無料
●定員：80 名　※事前申込みを行ってください

●内容：第１部　講演《会場：３階　会議室１・２》
「熊本県益城町での災害と復興～今、私たちができること～

社会福祉法人益城町社会福祉協議会　事務局次長 緒方 誠 氏
第２部　チャリティーコンサート《会場：１階　すまいる
喫茶》
公演団体　「コール・ソアール」の皆さん

●申込：3 月 5 日（火）まで　※参加希望者の氏名・連絡先を
来所・電話・FAX・メールのいずれかでお知らせ
ください（定員になり次第、受付終了となります）
●その他：駐車場に限りがありますので、公共交通機関でお
越しください
●申込み・問合せ先
社会福祉法人和光市社会福祉協議会（和光市ボランティアセ
ンター）電話・FAX：048‐452‐7606　　メール：volu-
cen@wako-shakyo.or.jp 開所時間：平日 9 時～16 時（祝祭日休み）
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県外避難者の方への公的支援、民間支援はさまざまあります。特にこの数年、国や福島県が専門的な支
援を行うべく、支援事業が行われています。しかし、避難者の方からすれば、さまざまな支援先があって
も、どこへ連絡してよいのかわからないという方も多いかと存じます。そこで、現在、国や福島県が実施
している支援と、埼玉県内の代表的な民間支援団体をまとめました（他にも民間の支援団体はあります）。
皆さんの悩みの種類によって問い合わせ先が異なりますので、まずは、福玉相談センター（0120-60-7722）
にご連絡ください。事情をお聞きした上で、ご相談に乗りながら、専門家、関係各所にご案内します。

福
玉
相
談
セ
ン
タ
ー
交
流
会
・

相
談
会
を
開
催
し
ま
し
た

２
０
１
９
年
１
月
11

日
、
さ
い
た
ま
市
南
区

役
所
・
サ
ウ
ス
ピ
ア

で
、
福
玉
相
談
セ
ン
タ

ー
に
よ
る
交
流
会
・
受

託
相
談
会
を
実
施
し
ま

し
た
。

当
初
は
健
康
チ
ェ
ッ

ク
な
ど
の
「
健
康
サ
ロ
ン
」
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
参
加

者
（
３
名
）
の
方
か
ら
、
住
宅
転
居
を
中
心
と
し
た
生
活
上
の

相
談
が
あ
り
、
相
談
会
を
中
心
と
し
た
集
ま
り
と
な
り
ま
し

た
。埼

玉
県
県
営
住
宅
優
先
枠
へ
の
申
請
時
期
が
迫
っ
て
い
ま

し
た
の
で
、
県
営
住
宅
の
入
居
の
相
談
に
つ
い
て
は
埼
玉
県

住
宅
課
の
方
に
対
応
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、福
島
県

に
よ
る
避
難
者
住
宅
確
保
・
移
転
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
受
託
し

て
い
る
埼
玉
県
社
会
福
祉
士
会
の
方
と
一
緒
に
、
住
宅
の
問

題
を
含
め
た
生
活
全
般
や
家
族
の
話
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
な
ど

の
多
様
な
相
談
を
伺
い
ま
し
た
。

参
加
者
の
方
か
ら
は
、「
具
体
的
な
相
談
が
で
き
て
よ
か
っ

た
」「
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
安
心
し

て
相
談
で
き
た
」
と
い
う
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

福
玉
相
談
セ
ン
タ
ー
や
社
会
福
祉
士
会
が
行
っ
て
い
る
住

宅
相
談
は
、
引
っ
越
し
先
を
具
体
的
に
斡
旋
す
る
こ
と
で
あ

り
ま
せ
ん
が
、
相
談
者
の
方
の
生
活
全
般
の
相
談
を
伺
い
な

が
ら
、
現
在
の
相
談
者
の
方
の
状
況
を
踏
ま
え
て
ベ
ス
ト
な

選
択
肢
を
と
も
に
考
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

住
宅
相
談
に
限
ら
ず
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
安
や
相
談
ご
と
が

あ
れ
ば
、ま
ず
は
福
玉
相
談
セ
ン
タ
ー（
０
１
２
０
-６
０
-７

７
２
２
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
　

（
埼
玉
広
域
避
難
者
支
援
セ
ン
タ
ー
・
西
城
戸
）
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まずはお電話ください
福玉相談センター

相談ダイヤル：０１２０-６０-７７２２
月～金曜日　9 時～17 時　＊祝祭日はお休みです

＊フリーダイヤルですので通話料の心配がいりません

困った時、悩んでいる時……
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1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

8日

9日

10日

11日

12日

13日

14日

15日

16日

17日

18日

19日

20日

21日

22日

23日

24日

25日

26日

27日

28日

29日

30日

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

8日

9日

10日

11日

12日

13日

14日

15日

16日

17日

18日

19日

20日

21日

22日

23日

24日

25日

26日

27日

28日

29日

30日

31日

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

福玉便りのお届け作業を一緒にやってくださる方、大募集！

4月25日（木）13:30-16:00ごろ

場所：ときわ会館1F 福島県県外避難者相談センター 奥

印刷などの都合で日程が変更になるときがあります。できれば、ご一

報・ご確認いただければ幸いです。080-4331-0290まで

『福玉便り』編集委員会
連絡先： NPO法人埼玉広域避難者支援センター
電話080-4331-0290   メール：fukutama@431279.com

こんな情報を掲載してほしい、この記事はよかった、など
感想や質問をおよせください。

福玉便りの全バックナンバーのデータ、最新情報はNPO法人埼玉広域避難者支援センターのホームページにあります。→  http://fukutama.org/

2016 年 4 月に幸手市の権現堂で開催した富岡町民の交流会
の模様を収録して放送されたＮＨＫ番組が「4Ｋ」になって再放
送されます。放送日は 3 月 29 日(金)19:00〜と 4 月 5 日
(金)21:00〜の 2 回が予定されているそうです。 ４K なので映
像はなかなかだそうですが、「4Ｋ受象機」が必要です。  

ひだまり広場
4/21(日)
13:00〜16:00
ほっと越谷　参加費無料
☎090-8613-1284（佐藤さん）

⑮

あゆみの会
3/30（土）花見13:00〜
北越谷元荒川土手（参加費無
料、持ち込み大歓迎）

越谷市☎ 090-9425-2001（石上さん）

⑯ 双葉町民による
ボランティアカフェ

双葉町老人クラブ女性会
＆さいがい・つながりカフェ

すくすくのあそび広場

加須ふれあいセンター

東日本大震災に咲く会
ひまわり

くまがや結の会熊谷市

羽生つながりカフェ

春日部つながりカフェ

おあがんなんしょ

さいがい・
つながりカフェ

青空あおぞら

玉兎の会

ひまわりの会

つながりの会

鳩のつどい

新座さいがい
つながりカフェ

お茶っこふるさと会

つながり

ここカフェ＠川越

3/14（木）、4/18（木）10:00〜15:00
備考：法律・心の相談可能
いきいきサポートセンター
☎090-8879-0213(SSN・愛甲)

3/19（火）、4/16（火）10:00〜12:00
いきいきサポートセンター
☎080-5532-7380（薄井さん））

ふれあい食堂
月〜金の毎日（11時〜13時は日替わ
り定食500円、13時から無料カフェ）
3/9（土）　9年目の3.11in騎西
※詳細は9ページ
加須市正能11-5 ☎090-1650-2874（富沢さん）

すくすくのあそびひろば（事前予約
してください）
3/10（日）10：30〜14：30 不動岡
公民館
4/21（日）10：30〜14：30 羽生の
杜　小中高生勉強会　（１対１で学
習支援）
毎週木曜　17：00〜19：00（3/21
と4/4はお休み）
市民プラザかぞ５Fと４F
☎090-2411-8598（戸恒さん）

3/2（土）、4/6（土）　定例会合
10:00〜12:00
シラコバト団地和室
3/11(月)　東日本大震災追悼式
詳細は1ページ
上尾市☎ 048-607-6723（団地自治会事務
所）、☎ 080-3091-6215（橘さん）

3/14（木）　ホワイトデー＆
定例会11:00〜
090-7661-9236(林崎さん）

☎ 080-5532-7380（薄井さん）

3/6（水）、4/3（水）13：30〜
16：00 コーププラザ春日部
備考：法律相談可能
☎090-8879-0213(SSN・愛甲)

月2回木曜日11:00〜15:00
3/14（木）、3/28（木）、4/11（木）、
4/25（木）11:00〜15:00
With Youさいたま４F和室
3/30（土）13：30〜16：00
トークイベント「あれから8年」
※詳細は1ページ
（埼玉県男女共同参画センター・新都心駅７分）
04さいがい・つながりカフェ☎048-601-3111、tu-
nagari.saitama@gmail.com

3/17（日）、4/28（日）13：30〜
16：00　新所沢公民館 お子様
OK！法律相談可能
所沢市 ☎090-8879-0213(SSN・愛甲)

4/23（火）10:00〜14:00　午前：折り
紙　午後：おしゃべりサロン ☎ 080-
5431-0123（島田さん・留守電）

東北復興支援販売
草加市物産・観光情報センター
☎048-932-6770（草加市社協地域福祉担当）

月2回 10:00 〜12:00
ＪＡＸＡ鳩山宿舎108号室
☎ 049-296-1241（鳩山町健康福祉課）

新座市☎ 090-2402-9155（谷森さん）

3/9（土）、4/20（土）
10:30〜12:00 With Youさいたま
☎090-6128-1948（小林さん）

スマホの使い方講座と
帰還支援アプリの紹介

3/11 (月)13:30 ～15:30　スマホ
の使い方講座と帰還支援アプリの紹
介　春日部市市民活動センター080-
4725-1878（すぎとSOHOクラブ）

3/17（日）　サロン（あんなこと
こんなこと）
13:00〜　フクトピア
4/7（日）　サロン・花見
13:00〜　フクトピア・中央公園
☎ 090-5345-8408（松舘さん）

久喜市☎ 090-6855-7140（木幡さん）

奇数月第一土曜日（1月はお休み）
毛呂山中央公民館
毛呂山町☎ 090-9032-8116 河井さん

3/2（土）蕎麦打ち体験＆試食、地
域住民を交えての意見交流会
12:00〜
☎070-5080-4494（鈴木さん）

①
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④
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⑪
⑫
⑭

㉗

④

③

③

①
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⑲

⑲

⑲
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⑱

⑭
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⑤

⑤

⑧

⑧
⑧
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こちらのサイトに
も情報があります。

http://4312
79.com/

（SSN震災支援ネットワーク埼玉）

4月

3月
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